
MSU-A 同窓会会則 
 

第１章 総則 

 

（名称）  

第１条 この会は、ミネソタ州立大学機構秋田校同窓会（以下、「本会」と云う）と称する。  

２ 本会の略称は「MSU-A 同窓会」とする。  

 

（事務所）  

第２条 この会は、主たる事務所を会長宅に置く。  

 

 

第２章 目的および事業 

 

（目的）  

第３条 本会は、MSU-A で共に過ごした仲間の交流と親睦を図るとともに、MSU-A の果たした業績を顕彰

することを目的とする。  

 

（事業）  

第４条 本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。  

（１）会員への情報共有を目的としたホームページ、メーリングリストの管理運営  

（２）名簿の作成・資料の収集と管理  

（３）会員相互の交流のための同窓会の開催 

（４）地域ごとの会員による支部活動の協力、支援 

（５）その他、本会の目的を達成するために必要な事業  

 

 

第３章 会員 

 

（会員）  

第５条 本会に次の会員を置く。  

（１）本会員 MSU-A 卒業生、国内在住の MSU-A 旧在籍者および旧教職員  

（２）準会員 海外在住の MSU-A 旧在籍者（交換留学生含む）  

（３）賛助会員 本会の事業を協賛する者  

（４）名誉会員 本会の活動において貢献が顕著で、会員の推薦があり理事会で承認された者  

 

（入会）  

第６条 本会の会員になろうとするものは、本会ホームページの同窓会入会フォームにて必要事項を提出し、

役員会の承認を得るものとする。  

 

（会費）  

第７条 会費徴収に代わって、同窓会開催時に運営補助金として 1,000 円を参加費に含んで会員から徴収

する。  

 

 



(任意退会）  

第８条 会員は、退会の意思を表示した任意の用紙・メール等の提出をもって、任意にいつでも退会できる。  

 

   

第４章 総会 

 

（総会）  

第９条 総会は、国内在住の本会員をもって構成する。  

 

（議決）  

第１０条 総会は、次の事項について議決する。  

（１）会則の変更に関すること  

（２）事業計画および収支予算の審議  

（３）事業報告及び収支決算の承認  

（４）役員の選任または解任の決議  

（５）本会の解散に関すること  

（６）その他、本会の運営に関する重要事項  

２ ただし、緊急のやむを得ない事項があるときは、役員会の決議をもって処理し次回の総会の承認を求め

なければならない。  

 

（開催）  

第１１条 総会は、３年毎に開催するほか、必要がある場合に開催する。  

 

（招集）  

第１２条 総会は、役員会の決議に基づき会長が招集する。  

 

（開会）  

第１３条 総会は本会員の過半数（委任状含む）の出席がなければ開会することができない。  

 

（議長）  

第１４条 総会の議長は、会長がこれに当たる。ただし、会長が不在の場合は、副会長が代理を務める。  

 

（議決）  

第１５条 総会における議決は、総会に出席した本会員の過半数を持って決し、可否同数のときは議長の決

するところによる。  

 

（議事録）  

第１６条 総会の議事については、議事録を作成する。  

 

   

第５章 役員と職務 

 

（役員）  

第１７条 本会に次の役員を置く。  

（１）理事 ６名  



（２）監事 ２名  

（３）事務局 若干名（理事の中から任命）  

（４）顧問 若干名  

２ 理事のうち１名を会長、２名を副会長とする。  

 

（役員の選任）  

第１８条 理事は、総会の決議によって選任する。  

２ 会長及び副会長は、役員会の決議によって理事の中から選定する。  

３ 顧問並びに事務局は、役員会において決定、委嘱する。  

 

（職務）  

第１９条 理事は、役員会を構成し、この会則で定めるところにより、本会の職務を執行し、監事は、理事の

職務の執行を監査し、監査報告を作成する。   

２ 会長は、本会を代表し、その事業を総括する。  

３ 副会長は、会長を補佐し、本会の業務を分担執行する。  

４ 監事はいつでも、理事に対して事業の報告を求め、本会の業務及び財産の状況の調査をすることがで

きる。  

５ 顧問は役員会に出席し、意見を述べることができる。  

 

（任期）  

第２０条 役員の任期は、３年とする。ただし、再任を妨げない。  

 

（解任）  

第２１条 理事又は監事は、総会の決議によって解任することができる。  

 

（報酬等）  

第２２条 理事及び監事は、無報酬とする。ただし、その職務を行うために要する費用の支払いをすることが

できる。  

 

   

 

第６章 役員会と職務 

 

（構成）  

第２３条 本会に、役員会を置く。   

２ 役員会は、すべての理事及び監事をもって構成する。  

 

（権限）  

第２４条 役員会は、次の職務を行う  

（１）事業計画及び収支予算の確定  

（２）事業報告及び収支決算の確認  

（３）会長及び副会長の選定及び解職  

 

（招集）  

第２５条 役員会は、会長が招集する。  



 

（議長）  

第２６条 役員会の議長は、会長とする。 但し、会長が不在の場合は、副会長が代理を務める。 

 

（決議）  

第２７条 役員会の決議は、委任状を含むすべての役員の過半数をもって行う。  

 

（ウェブ会議等による役員会の開催）  

第２８条 役員会は、十分な通信環境の下、適時的確な意見表明が互いにできる仕組みが提供される場合

に限り、ウェブ会議などで開催することができる。  

 

（議事録）  

第２９条 役員会の議事については、議事録を作成する。  

 

 

第７章 会計 

 

（会計）  

第３０条 会の経費は、運営補助金、寄付金及びその他収入をもってこれに充てる。  

２ 本会の会計年度は３ヵ年とし、設立年度より 4 月 1日に始まり３年後の 3 月３１日に終わる。  

３ 収支計画並びに決算書を作成し、これを総会に報告し承認を得る。  

 

   

第８章 会則の改正及び解散 

 

（会則の変更）  

第３１条 この会則は、役員会での提議と総会の決議によって改正することができる。  

 

（解散）  

第３２条 本会は、役員会での提議と総会の決議をもって解散することができる。  

 

（残余財産の帰属）  

第３３条 本会が解散する場合において有する残余財産は、総会の決議を経て、本会の活動目的にふさわ

しい団体に寄与するものとする。  

 

 

第９章 その他 

 

（細則） 

 第３４条 この会則に定めるもののほか、同窓会運営に必要な事項は細則に定める。 

 

 

附則  

１ この会則は、令和５年９月２３日から施行する。 


